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害に強いため、自然環境が厳しい琉球弧の島々で

は、代替の効かない基幹作物となっています。ま

た、栄養体繁殖のため増殖倍率が 10 倍程度と低

く、一度ウイルス病や細菌病等に感染すると元種

を通じて感染が拡大してしまう特徴があります。

そのため、健全無病のさとうきび原原種を安定的

に供給することにより、琉球弧における島々の農

業生産性を高める重要な役割を担っています。 

さとうきび原原種は、新品種や有望系統を試験

場等から苗を導入し、最初に遺伝子診断等による

無病化を実施します。その後、無病が確認された

苗は、網室での隔離栽培による増殖段階を経て、

薬剤防除や病害虫の検定等、栽培管理徹底の下、

ほ場で栽培し原原種として配布されます。 

令和２年春植用原原種

に つ い て は 、 8 品 種

（NiF8、Ni17、NiTn18、

Ni22 、 Ni23 、 KN00-

114、KTn03-54、はる

のおうぎ）、約 50 万本、

令和２年夏植用について

は、7 品種（NiF8、Ni17、

NiTn18、Ni22･Ni23、

Ni27、KN00-114）、約

30万本の２節苗を配布し

ました。そのうち、令和２

年春植用として配布した

新品種「はるのおうぎ」については、機械化適応

性が高く、株出で多収となる特性を備えているこ

とから、生産団体や製糖工場等から、種子島での

早期普及の要望が高まりました。鹿児島農場では、

鹿児島県の要望に即するため、側枝苗増殖技術等

による急速増殖を行い、増殖期間の２年短縮及び

主力品種の NiF８とほぼ同等の 13 万本弱を供給

することで、新品種の早期普及をとおして地域産

業の課題克服に貢献しました。 

また、農研機構種苗管理センターは「農業生物

資源ジーンバンク事業」のサブバンクとして、植

物遺伝資源のうち栄養繁殖性植物（種子による保

存ができない植物）の保存・増殖を実施していま

す。植物遺伝資源は、品種改良やバイオテクノロ

さとうきびの薬剤散布 

さとうきびの原原種ほ場 

新品種「はるのおうぎ」 
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ジーの研究基盤として必要不可欠な素材であるこ

とから、これらを確実に保存し次世代に引き継ぐ

ことは極めて重要な使命だと考えています。鹿児

島農場ではその立地条件を活用して、５種類の栄

養繁殖性植物（かんしょ 1,906 点、さとうきび

243 点、かんきつ類 86 点、びわ 88 点、タカオ

ススキ属 1 点の計 2,324 点）の保存を実施して

います。時には風速 40m/s 以上の暴風雨に見舞

われる厳しい日もありますが、職員一同力を合わ

せて大切な「資源」の保管管理に努めているとこ

ろです。 

最後に種子島の魅力のほんの一時（ひととき）をご

紹介いたします。 

種子島の夜空は星がとても近く、きらびやかで

す。とある夜、夜空を切り裂くような轟音（ごうお

ん）とともに耿々（こうこう）とした塊が放たれ、や

がて小さな星のひとかけらとして夜空の中に溶け

込んで行きます。そんな宇宙に一番近い島のロマ

ンチックな一夜を皆様に堪能していただける日を

心からお待ちしています。 

「種子島におじゃりもうせ＊」。 

＊「おじゃりもうせ」とは種子島の方言で 「い

らっしゃいませ」という意味です。 

 

（前鹿児島農場長 村上博文）

びわの遺伝資源保存 
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や木製の電柱など随所に農場の歴史を感じさせる

ものが残っており、歴史の情緒を感じるとともに

先輩たちの仕事の歴史に自分の仕事を加えられる

ことに喜びを感じています。 

さて、そんな歴史ある当農場にもトラクターに

最新の GPS 測位・自動操舵システムが導入され

るなど、新たなテクノロジーや手法が導入されて

きています。一方で、ベテランの方が「昔はもっ

とばれいしょの病気が少なかった」「もっと土質が

良かった」と言うような、好ましくない変化も起

きています。当センターに採用され、農業に携わ

り始めてからはまだ日も浅く、技術的に至らない

ところも多々あるところではありますが、日々起

きている様々な変化に対応もしていけるよう、精

進していきたいと思います。

 

 

 

十勝農場業務部種苗生産チームの尾藤です。平

成 30 年 12 月に種苗管理センターで採用され、

平成 31 年 4 月に十勝農場配属となりました。 

十勝農場は北海道の東側、帯広市に位置し、北

海道内４農場の中で一つだけ離れた位置にありま

ます。そのため気候も他の農場とは異なり、雪は

あまり降りませんが、夏場は 35℃を超え冬場は-

20℃を下回り、気温の年較差が非常に大きな所で

す。しかし、夏場は湿度が低くさわやかで、冬場

は室内にいる限りは暖かいため過ごしやすいです。 

十勝農場の業務部は 2 チームで構成され、両

チームともばれいしょ原原種生産に関わる仕事を

しています。ばれいしょ原原種の全国年間生産量

は約 6 万袋（20kg／袋）で、その内約 3 割に当

たる約 2 万袋を十勝農場が担っており、メークイ

ンや男爵薯など大口の人気品種を大量に生産する

ため非常にやりがいのある職場です。 

 

業務について 

業務部の種苗生産チームと品質管理チームは、

植え付け、掘り取り、選別などの繁忙期は両チー

ムで協力し、それ以外の期間はそれぞれのチーム

で作業をしています。昨年度、私は品質管理チー

ムに所属し、原原種と基本種の生産の違いと品質

維持のための各種検査を学びました。本年度から

は、種苗生産チームに所属し、ばれいしょ原原種

生産工程を学んでいます。 

品質管理チームでは、夏期は病害株等の抜き取

り作業と、冬期は次年度植え付け予定種いもの病

害検定を行います。抜き取り作業については、周

辺農家によるばれいしょ病害に対する環境浄化の

協力もあり、農場内の病害株の発生が非常に少な

く、ウイルス病に至ってはほぼ発生がありません。

農場としては大変ありがたいですが、抜き取りに

…いま何してる？… 十勝：尾藤 翔太郎 調査員 

生産チーム（前列中央が私です） 

ばれいしょ原原種の製袋積込み 
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ついて学ぶという観点からは、もう少し実際の罹

病株を見て学びたい思いもあります。冬期の病害

検定はいくつかの検定項目があり、そのうちの

ELISA 検定（酵素結合免疫吸着法による病害検定）

と個別検定（種いも一つ一つから、一芽を採取し、

成長させて、肉眼で無病を確認する）を担当しま

した。 

種苗生産チームでは、夏期のほ場管理と生育・

収量調査、掘り取り・選別に関わる機械のメンテ

ナンスを学びました。作業中に必要最低限のメン

テナンスをできるようにはなったものの、事前の

チェックや故障への対応などまだまだ分からない

部分が多くあります。 

 

今後の抱負について 

種苗管理センターには、私が知らない様々な業

務があります。それらを学び、その中から自分の

得意な分野を専門としつつ、幅広い分野に対応で

きるようになりたいと考えています。 

十勝農場においても、まだわからないこと、で

きないことが多く残っており、それを 1 つ 1 つ

会得していく必要があると考えています。具体的

には、昨年導入されたトラクター自動運転システ

ム（GNSS・自動操舵システム）を使って、早く

一人前の運転手として機械作業を実践することで

す。そのために効率的に日々の業務に取り組み、

作った時間で運転と農機具の取り扱いについてし

っかりと練習しようと思っております。

  

つくば本所生産連携部種苗生産課の平岡です。

私は、平成３０年１２月１月に採用されてから３

年目を迎えたところです。ここでは、種苗生産課

の業務、私の業務内容について紹介させていただ

きます。 

 

種苗生産課の業務 

種苗管理センターでは、ばれいしょ及びさとう

きびの健全無病な種苗の供給による畑作振興に貢

献するため、ばれいしょ生産農場７農場、さとう

きび生産農場２農場を適地に配置、種苗配布を実

施しています。ばれいしょ及びさとうきびの増殖

体系は、種苗管理センター（原原種）、道県（原種）、

農業団体（採種）による３段階に整備されており、

種苗管理センターはその起点となる原原種を供給

しています。私が所属する種苗生産課では、国の

定める「ばれいしょ原原種及びさとうきび原原種

配布要綱（農林水産省農蚕園芸局長通知。）」に基

づき、道県が希望する原原種の数量を可能な限り

配布できるよう生産計画の制定、農業生産に与え

る影響度合いを勘案した配布価格の算出と決定等、

ばれいしょの選別作業 

…いま何してる？… つくば：平岡 俊樹 調査員 

事務室にて 
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配布に関する事務を行っています。 

また、種苗生産課では「品質最優先」の視点に

立ち、品質問題が発生した場合には原因を究明し、

二度と発生しないよう生産農場と連携しながら対

策を講じるとともに、効率化を図るため新たな技

術を積極的に導入し、パフォーマンスの向上を目

指しております。 

 

現在の私の業務内容 

さとうきび生産及び配布業務全般の担当者と

して、生産計画の立案や配布価格の決定、生産農

場の生産状況を踏まえた配布数量の調整、配布契

約書の締結から配布完了までの進捗状況の把握な

どの業務を行っています。また、種苗管理センタ

ーが取り扱うばれいしょ及びさとうきび品種のう

ち、種苗法に基づき品種登録された品種における

育成者権者との間の許諾に関する手続きや契約、

実績報告など責任ある業務も任されています。 

業務を任されたからといって一人で抱え込む

のではなく、種苗生産課の上司、先輩職員に相談

し、業務を遂行しています。また、私が行う業務

は外部組織又は種苗管理センター内の他部署へ報

告する文書の作成、許諾契約書又は配布契約書の

ように期限がある多様な文書を多く取り扱ってい

るため、行わなくてはならない業務を一目でわか

るような業務カレンダーの作成、チェックリスト

を活用するなど、工夫して不備のないよう努めて

います。 

  

お礼と今後の抱負 

私は、種苗生産課でばれいしょ及びさとうきび

原原種の生産から配布されるまでの流れや配布さ

れるための事務手続き、品質問題に直面した場合

の対応策など、様々な業務を経験させていただい

たことに感謝しております。 

今後は、種苗管理センターの将来を担う人材に

なることを目標に種苗生産課以外の業務も経験し、

幅広い総合力を会得していきたいと思います。当

然のことながら、簡単に会得できる力ではありま

せん。個人の能力を過信することなく、直向きに

努力を積み重ね長期的に養っていけるよう積極的

に行動していきます。 

 

 

 

鹿児島農場業務部の藤田です。平成 31 年４月

に採用され、本所で３ヶ月間の研修の後、令和元

年７月から鹿児島農場に配属となりました。 

鹿児島農場は、鹿児島県熊毛郡中種子町にあり、

鉄砲伝来の地やロケットの打ち上げ基地「種子島

宇宙センター」等で有名な種子島に位置していま

す。種子島は本土と比べ気温の年較差が小さく温

暖な気候で、釣りやサーフィン等のマリンスポー

ツが盛んであり、農業面ではさとうきび、コシヒ

カリ（日本一収穫が早い）、安納芋等の生産が盛ん

です。 

鹿児島農場では、さとうきびの原原種生産及び

遺伝資源保存業務（かんしょや柑橘、びわ、さと

うきび等）を行っています。 

 

…いま何してる？… 鹿児島：藤田 瑠星 調査員 

休憩中に 
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担当業務について 

私は現在、種苗生産チームに所属し、検定担当

としてさとうきびの原原種生産に携わっています。

さとうきびは南西諸島における農業の基幹作物で

すが、栄養繁殖性であるため種苗の増殖率が低い

うえ、種苗とともに病害を拡大させやすい性質が

あります。そこで、一般農家の安定生産を支える

ため、さとうきび種苗の生産は、原原種（鹿児島

農場）→原種（鹿児島県）→採種（県内各市町村

又は農業団体）の３段階で行われています。なお、

鹿児島農場内の生産については、九州沖縄農業研

究センター等の育種機関から導入した品種を、温

湯消毒による無病化を行った後、基本→増殖→原

原種の３段階で増殖し、健全無病な原原種を鹿児

島県に配布しています。 

私が担当している検定業務は健全無病な原原

種の配布のために重要な業務です。具体的には、

病株や異常株の抜取り（肉眼検定）や PCR 法等

を用いた抽出検定、温湯消毒による無病化等を行

っています。鹿児島農場に赴任してすぐに抜取り

に参加する機会がありましたが、そもそもさとう

きびを初めて見る状態だったため、病株や異常株

と正常なさとうきびの違いがよくわからず不安を

感じました。しかし、先輩職員の方々に各病害や

品種を見分けるために着目すべきポイントやコツ

を丁寧に教えていただき、何度か経験を重ねてい

くと次第に抜取りができるようになり、現在では

やりがいを感じつつ業務を行っています。 

 

今後の抱負 

鹿児島農場に赴任して 1 年半が経過し、実施

できる業務も増えてきましたが、トラクターを使

ったほ場管理作業等、特に生産業務は未経験な業

務も多いので、経験を積み技術を習得していきた

いです。 

また、作物の栽培は天候等の影響で計画通りに

進まない場合も多いと痛感したこともあり、どの

ような場合でも高い再現度で安定した結果を出せ

るような技術を各業務で身に付けていきたいと考

えています。

  

西日本農場業務第３部の浅田です。平成最後の

年である平成 31 年４月に採用され、つくば本所

の栽培試験課で３ヶ月の研修を経て、同年７月か

ら現在まで西日本農場に勤務しています。 

実は就職活動中の際、福岡で行われた就職説明

会で西日本農場の職員から説明を受け、その後、

同農場の現地見学会にも参加させていただき、こ

こで働いてみたいと思っていました。新規採用者

がいきなり栽培試験につくことはあまりないと聞

いていましたので、実際に配属が決まったときは

さとうきびの病株、異常株の抜取り作業 

…いま何してる？… 西日本：浅田 奈緒美 調査員 

温室にて（右から 2 人目） 
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驚きました。 

西日本農場は種苗法に基づく品種登録の審査

のための栽培試験のなかでも温暖地向で出願数の

多い植物種類の一大実施拠点です。また、夏季の

気温は例年 35℃以上になるため、こまめな休憩

及び水分・塩分補給等の熱中症対策を万全にして

います。本年度は新型コロナ感染症対策としてマ

スクの着用をしていたため、夏の暑さがよりつら

かったです。 

 

業務について 

西日本農場に赴任した際は業務第３部の第３

チームに９ヶ月所属しました。露地栽培のものが

多く、アスターやストックの調査補助をしながら

先輩職員から指導を受けていました。そして、令

和２年４月に第４チーム所属となりました。ペラ

ルゴニウム、ゼラニウム及びシクラメンなどと鉢

栽培の植物とスイカやクサフヨウなどの露地栽培

の植物を担当するチームです。私はガザニア属の

栽培試験を担当しました。初めての栽培試験は周

りの先輩職員からのアドバイスを受けながら実施

し、対照品種の類似順位づけから報告書の提出ま

で行うことができました。報告書を提出したとき

は、自分の仕事がひとつ形になったように感じ、

とてもうれしかったです。困ったときには頼りに

なる先輩職員がたくさんいるので、とても恵まれ

た環境にいると感じています。わからないことは

どんどん聞いて、自分のものにできるように日々

奮闘しています。 

 

今後の抱負 

西日本農場に赴任してすぐのころにセンター

での仕事は観察力が大事だと教わりましたが、こ

の約一年半で栽培試験における観察力について実

感することが出来たと感じました。かん水や薬剤

散布などを植物の状態をよくみて判断することは

難しいですが、経験を積んで適切な管理ができる

ようになりたいです。また、社会人としての生活

もなれてきて、少しずつ余裕をもって行動できる

ようになりました。今までは指導を受けながら言

われたことをやることが多かったのですが、周囲

の状況をよくみて、今自分がすべきことを考えて

自発的に行動できるように努力しています。最後

に、仕事は人との協力によってなりたっているの

で、些細なことであっても周囲の人への感謝を常

に忘れずに過ごしていきたいと思います。

栽培温室周りの除草 










